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本稿の目的は, 中学校技術・家庭科技術分野 (以下, 技術科) における生活応用力を育成する学習指導方法の在り方につ
いて, 先行研究を整理し, 今後の研究課題を展望することである｡ 技術科の教科目標の変遷から, 技術リテラシーと生活応




















































広辞苑によると ｢生活｣ とは, ｢暮らしていくこと｡
また, その手立て｣ である｡ また, ｢応用｣ は, ｢原理や
知識を実際的な事柄にあてはめて利用すること｣ であ





















































と転換した｡ しかし, その一方で, 1951年 (昭和26年６
月) に産業教育振興法の制定に伴って中央産業教育審議
会が設置され, 職業・家庭科の改正が検討され始めてい
た｡ 結果, 1954年 (昭和29年) の同審議会第2次建議を










1957年 (昭和32年), 中央教育審議会 (以下, 中教審)
は科学技術教育振興に関する答申を出した｡ このことは,
産業界, 経済界, また, 科学技術審議会など各方面から
の提起によって当時の文部省が諮問したことによるとさ
れる６)｡ その後, 教育課程審議会の ｢科学技術教育の向
上｣ と ｢基礎学力の充実｣ を基本方針とした答申を受け









た７)｡ また, 教育内容の工的内容は, 設計・製図, 木材



















その後, 1969年 (昭和44年) の改訂で教科目標は ｢生
活に必要な技術を習得させ, それを通して生活を明るく
豊かにするための工夫創造の能力及び実践的な態度を養
う｡｣ とされた｡ この目標に対応して, ｢計画, 製作, 整
備などに関する基礎的な技術を習得させ, その科学的根
拠を理解させるとともに, 技術を実際に活用する能力を























転換点となったのは, 1998年 (平成10年) の改訂であ
る｡ この改訂は ｢生きる力の育成｣ が基本理念とされた｡
その内容は ｢いかに社会が変化しようと, 自分で課題を





























































































を指摘したものである｡ 例えば, 宇野ら (1998)17) が,
技術科における生徒の情意的意識から抽出した ｢製作学
習における達成感｣ 因子では, 学習の生活への有用性を











ことが重要だと述べている｡ 吉田ら (2005)20) は, 技術
科の授業において, 生活にかかわる学習を意図的に指導
過程に位置づけることによって, 学習意欲が向上するこ
とを指摘している｡ さらに, 安東 (2000)21) は, 技術科
においては題材が生徒の授業への取り組みに大きな影響
を与えるとして, 題材の要素分析を行い, 題材が生活に





連に関するものである｡ 山崎ら (1993)22) は技術的能力
の構造解析において, 学習経験が新しい問題解決場面に
転移する能力である ｢転移能力｣ 因子を抽出し, その重





















力｣ や ｢生活に活かす力｣, ｢生活に応用できる力｣ など
をキーワードとした生活応用力に関する実践が数多く展
開されている｡ 例えば, 全日本中学校技術・家庭科研究
会の実践研究誌 ｢理論と実践｣ (以下, ｢理論と実践｣)











告示年 教科目標 (上段) 及び改訂の特徴 (下段) 生活の概念 生活応用力の概念





























技術科に ｢情報基礎領域｣ 領域 (選択) が, 家庭科に






タ｣ の２領域に, 家庭分野として ｢生活の自立と衣食住｣
｢家族と家族生活｣ の２領域に改編され, 男女共学とな
















































表２ 生活をキーワードに含む ｢理論と実践｣ の最近5ヵ年タイトルの一覧
年度 巻 主題 副題












2007 46 ● ｢生活に活かす力｣ を育てる指導法の工夫
●実践的な態度で, 主体的に学べる生徒の育成
●よりよい生活者をはぐくむ学習指導の在り方



































































ていることを明らかにしている｡ また, 岳野ら (1998)
39) は生徒が製作学習で持つイメージが問題解決過程で
行為を規定する重要な役割を持っていることなどを明ら
















ては, 問題解決過程に対して, 生徒の認知過程, イメー




















ける達成感｣ 因子, 鬼藤らの ｢適切な行動の習得の有効
性｣ 因子など, 生活応用の概念が授業における学習意欲











調査 (技術･家庭)｣ は, 生活を工夫し創造する力の実現
状況の把握を目的にしているが, 調査項目が知識理解と
その活用に偏っており, ｢工夫し創造する能力｣ に関す




















する力｣ や ｢生活に活かす力｣, ｢生活に応用できる力｣
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